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予習範囲
第02回の資料(http://java2010.cis.k.hosei.ac.jp/02/material-02/)を読み、予習問題に挑戦しなさい。資料を読む際には、下記のキーワードに注意すること。
	値 リテラル 整数 実数 文字列 演算子 四則演算 文字列の結合 変数の宣言 変数の使用 変数の型


予習問題

キーワードの確認

以下は今回の資料のキーワードについての解説である。解説をよく読み、正しいものには「正しい」を、間違っているものには「間違い」を、理解できなかった場合には「分からない」を文末のかっこの中でそれぞれ選択せよ。

1. 書いたとおりの値を表すものをJavaではリテラルと呼ぶ( FORMDROPDOWN 
)

2. 整数を記憶させるための変数には、intを指定する( FORMDROPDOWN 
)

3. 10.0のように小数点以下が0の数値は、実数として扱われない( FORMDROPDOWN 
)

4. 文字列を整数に変換するには、「Integer.parseInt(…)」という命令を使用する( FORMDROPDOWN 
)

5. intやdoubleなど、変数に記憶させる値の種類のことをJavaでは演算子と呼ぶ( FORMDROPDOWN 
)

6. 整数には足し算、引き算、掛け算を行えるが、割り算は行えない( FORMDROPDOWN 
)

7. 2つの文字列を結合するには、それらの間に + を指定する( FORMDROPDOWN 
)

8. 同じ名前の変数を続けて宣言した場合、後に宣言したものが有効になる( FORMDROPDOWN 
)

9. 変数に記憶させた値をプログラムから使用するには、宣言した変数の名前を指定する( FORMDROPDOWN 
)

10. Javaでは、プログラムを書きやすくするために文字列の変数に数値も記憶させられる( FORMDROPDOWN 
)
例題の確認

以下は今回の資料の例題に関する問題である。指定する例題を書写し、それぞれの問題に答えよ。
1. 値のリテラル
例題「Literals」を書写し、次の問題に答えよ。
1. 「-100」の部分を「-100. 」のように数値の末尾に「.」(ドット、小数点)を付与してからプログラムを実行した場合、元のプログラムと比べて結果にどのような変化が起こるか。説明しなさい。

	     


2. 以下の文章は妥当であるか、それぞれかっこの中から選択せよ。

1. 「-100」という文字列のリテラルが「-100. 」という文字列のリテラルに変更されたため、「-100. 」と表示される( FORMDROPDOWN 
)

2. 「-100. 」を「-100.000」に書き換えてもプログラムの実行結果は変わらない( FORMDROPDOWN 
)
3. 「-100」は整数のリテラルであるが、「-100. 」は実数のリテラルである( FORMDROPDOWN 
)
2. 数値の計算

例題「IntOperation」を書写し、次の問題に答えよ。
1. 「1 + 2 * (3 - 4)」の括弧を取り除いてからプログラムを実行した場合、元のプログラムと比べて結果にどのような変化が起こるか。説明しなさい。

	     


2. 「10 / 3」のように整数同士の割り切れない割り算を計算した場合、どのような結果になるか。妥当であるかそれぞれかっこの中から選択せよ。

1. 小数点以下の端数を四捨五入する( FORMDROPDOWN 
)

2. 小数点以下を切り捨てる( FORMDROPDOWN 
)

3. 計算に失敗してエラーになる( FORMDROPDOWN 
)

4. 実数として小数点以下も計算する( FORMDROPDOWN 
)

5. 分数になる( FORMDROPDOWN 
)

3. 文字列の結合

例題「StringConcat」を書写し、次の問題に答えよ。

1. 「"1 + 2 = " + (1 + 2)」の括弧を取り除いてからプログラムを実行した場合、元のプログラムと比べて結果にどのような変化が起こるか。説明しなさい。

	     


2. 「"1 + 2 = " + (1 + 2)」を「"1 + 2 = " + "1 + 2"」のように括弧を「"」に置き換えてからプログラムを実行した場合、元のプログラムと比べて結果にどのような変化が起こるか。説明しなさい。
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